
 今月の聖句 

すこしずつ ／ だいじょうぶ 
動き出して ／ なんだろう 

 
野の花がどのように育つのか、注意して見なさい。 

マタイによる福音書６章２８節  

法人の理念 

キリスト教の愛の精神に立って、福祉サービス
を必要とするすべての人に仕え、日常を支援
し、常に人々の人権を護り、その人格の尊厳を
尊重する。 

５月の園だより 
2025 年度 久宝まぶねこども園 ℡072-992-2033 

今月のねらい 
ぶどうぐみ 

◇保育者のそばで、好きな遊びを楽しむ。 

◇心地よい気候の中で、外気浴や散歩を楽しむ。 
 
はとぐみ 

◇生活のリズムに慣れ、保育者や友だちとの触れ合い 

を楽しむ。 

◇体を動かして、のびのびと遊ぶ。 
 
ひつじぐみ 

◇生活の中で必要な簡単なルールやマナーを知る。 

◇遊びを通して、友だちとの関わりを増やしていく。 
 
ゆりぐみ 

◇園での生活の流れや、身の回りの準備・片付けなど

のやり方が分かり、できるところは自分からやろう

とする。 

◇春の自然に触れ、新たな発見や興味を深める。 
 
ばらぐみ 

◇保育者に気持ちを受け止めてもらいながら、のびの 

びと自己表現をする。 

◇春の自然に触れ、生き物や草花に興味や関心を持 

つ。 
 
ほしぐみ 

◇保育者や友だちに考えたことを話したり、相手の気 

持ちに気づく。 

◇５歳児としての役割や生活の仕方を知り、自分でや 

ってみようとする。 

新年度がスタートし１か月が経ちました。新入園児のお友だちも進級児の

お友だちも、少しずつ園生活のリズムに慣れ、笑顔がたくさん見られるよう

になり、友だちとの関わりも深まっているようです。 

これからは気温が高くなりますので、熱中症対策にあわせ、引き続き、体

調の変化に留意し、感染症などの予防対応にご協力をお願い致します。 

ご家庭との連携を深め、笑顔で元気に過ごせるようにしたいと思います。 

家庭連絡家庭連絡 
 

◆登降園の時間帯によっては、駐車場がいっぱい 

になり、少しお待ちいただくことになります。 

皆様が気持ちよく利用できるように、駐車時間 

は短時間でご利用ください。園の前を大きなト 

ラックが通行する関係もあり、駐輪場側の駐車 

場には、コンパクトカーや軽自動車を、北側の 

駐車場は、ミニバンやワンボックスカーの利用 

をお願いします。 

◆降園時は、園庭や駐輪場・駐車場で遊ばずにお 

帰りください。 

◆登降園時は、車や自転車などに十分注意し、お 

子様から目を離さないようにしましょう。 

 門扉と門扉上部のスライドは必ず閉めて、エン

トランスから飛び出さないように、お子様と一

緒に門扉を出るようにしてください。 

◆車で送迎される方は、駐車する合図であるハザ 

ードランプを早めに出して、周りの方に駐車す 

る意思を伝えるようにしてください。又、短時 

間であっても車のエンジンはお切りください。 

◆門扉が施錠されている間に送迎される場合は、 

インターホンで、お子様のクラスと名前をお伝 

えください。又、大きいガラス扉は施錠してい

ますので、小さい扉をご利用ください。 

◆３歳児クラス以上のお子様は、マスクを鞄の中 

に予備としてご用意ください。（受診時や咳が 

ひどい時などに使用します。） 
 
◎登降園時に保護者証を必ず携帯してくださる
よう、お願い致します。 

 
◎質問やご相談があれば、担任もしくは事務所
まで、お声かけください。 

 

苦情解決委員会 

苦情受付担当者：島内久美子・吉髙知恵子 

苦情解決責任者：五十嵐宏枝 

第三者委員  ：畑 健次郎・花岡 尚樹 

        酒井 咲子 

こども園では毎月お誕生日会が行われ、誕生日を迎えた子どもたちはみんな

から「おめでとう」とお祝いされ、誇らしそうな顔をします。時々、生まれる

前にお母さんのお腹の中にいた時の様子がどんなだったかを教えてくれる子

どもがいます。生まれてから長い時間が経ってしまった大人と違い、子ども

たちにとっては記憶も新しいのでしょう。そんな子どもたちに、「神様はみん

なのことを、生まれる前からとっても大事にして守ってくれているんだよ」

と伝えると、素直に納得してくれます。なぜなら、自分の力だけでは生きてい

けない子どもたちは、「今日も家族や、こども園のみんなや、神様から大切に

されている」ということを、直感的に感じ取るからなのかもしれません。 

 聖書には「神様は仕事をしない空の鳥も養ってくださるし、踏みつけられ

る野の草花も美しく装ってくださる」と記されています。私たちの目には「い

つ、どのように役に立つか」が関心事として映りますが、神様の価値基準や時

間軸はそれらを超えて、一つ一つの命そのものをいつも大切にされています。

野の花は天候や明日のことを思い悩むことなく、ただ与えられる陽の光や風

を全身で受けています。大小様々なことに悩むことの多い私たちですが、い

つも神様が一緒にいて下さっていることを心に留めていられたら、もっと自

分にも周りの人たちにも優しくなれるのではないかと思います。 

（チャプレン・牛田匡）

今月の行事 

９日(金) ばらぐみ遠足 

       ゆりぐみ懇談会 

１５日(木) ばらぐみ懇談会 

１６日(金) ゆりぐみ遠足ごっこ 

      ひつじぐみ懇談会 

２０日(火) 誕生会 

２３日(金) はとぐみ懇談会 

※ゆりぐみの遠足ごっこ・ばらぐ

みの遠足については、クラスだ

よりをご覧ください。 

今月のうた 
♪ どんどこどんどこ(讃美歌) 

♪ つばめのうた 

【文部科学省より連絡】  
農林水産省と国土交通省から、ライフジ
ャケットの着用の呼びかけ、並びに、用
排水路及び、ため池への転落防止の取り
組みや、河川水難事故防止の取り組み実
施についての協力願い、がありました。
水辺の事故は夏場だけでなく、ゴールデ
ンウイークや他の休日、平日などでも起
こり、また、海や河川だけでなく、用水
路やため池にも近づかないよう、ご家庭
でもお子さまに伝え、事故を未然に防ぎ
大切な命を守るためのご協力をお願いし
ます。 


